
【補助事業概要の広報資料】 

 

整理番号 25-125 

補助事業名 平成25年度 二輪車に係わる国際標準化推進 補助事業 

補助事業者名 公益社団法人 自動車技術会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

ISO/TC22/SC22及びSC23国際会議において、我が国の標準化方針を反映させるべく専門委

員の派遣を行い、現在進めている「排ガス燃費試験法テストサイクル」、「モード走行時の

総走行抵抗検証法」及び「二輪機能安全」に関するISO規格の推進を図る。 

 

（２）実施内容 

① SC22 WG17及びSC23/WG1国際会議（排ガスとエネルギ）  

(URL)http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/018_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5

%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf 

（018_TC22_SC22_WG17_出席報告書_20130617） 

(URL)http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/041_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5

%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131024.pdf 

（041_TC22_SC22_WG17_出席報告書_20131024） 

本年度開催された2回（6月イタリア会議及び10月オーストリア会議）のSC22 WG17会議

に議長・幹事・エキスパートを派遣し、モード走行時の総走行抵抗検証法・エバポ試験

方法を中心に議論を進めた。 

審議内容は次の通り。 

・モード走行時の総走行抵抗検証法についての審議 

・モード走行時の総走行抵抗検証法の検証結果報告と今後の方向性検討 

・エバポ試験方法の基本的考え方共有 

・二輪OBD規格の提案 

・現行規格への追補3件についてNWIP発行の合意 

日本からNWIP（新規作業項目提案）を行った「排ガス燃費試験法テストサイクル」、「モ

ード走行時の総走行抵抗検証法」に関して、日本が主導して規格化を進めている。 

http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/018_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/018_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/041_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131024.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/041_TC22_SC22_WG17_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131024.pdf


  

SC22 WG17及びSC23/WG1国際会議（6月イタリア） 

 

  

SC22 WG17及びSC23/WG1国際会議（10月オーストリア会議） 

 

② SC22/TF及びSC3/WG16国際会議（二輪車の機能安全）  

(URL)http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/019_TC22_SC3_WG16-SC22TFWS_%E5%

87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf 

（019_TC22_SC3_WG16-SC22TFWS_出席報告書_20130617） 

(URL)http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/037_TC22_SC22_TFW_%E5%87%BA%E5%

B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131001.pdf 

（037_TC22_SC22_TFW_出席報告書_20131001） 

本年度開催された2回（6月イギリス会議及び10月アメリカ会議）のSC22 TF会議に議長・

幹事・エキスパートを派遣、また1回（6月イギリス会議）のSC3/WG16会議にTF議長及び

エキスパートを派遣し、規格作成を進めた。 

審議内容は次の通り。 

・二輪機能安全PAS案を審議 

・二輪機能安全PAS案作成活動の報告 

ISO26262次期改正における二輪車への適用に当たって、日本の意見を規格改正作業で反

映していくことは日本二輪業界のコンセンサスとなっており、原案作成を主導、規格改

正作業に寄与している。 

http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/019_TC22_SC3_WG16-SC22TFWS_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/019_TC22_SC3_WG16-SC22TFWS_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20130617.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/037_TC22_SC22_TFW_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131001.pdf
http://tech.jsae.or.jp/kikaku/ringring2013/037_TC22_SC22_TFW_%E5%87%BA%E5%B8%AD%E5%A0%B1%E5%91%8A%E6%9B%B8_20131001.pdf


 

  

SC22/TF及びSC3/WG16国際会議（6月イギリス会議） 

 

  

SC22/TF国際会議（10月アメリカ会議） 

 

２ 予想される事業実施効果 

二輪車の国際標準化において幹事国として標準化活動をリードすることで、日本の技術

力を反映した規格作りを行うのみならず、環境保全、安全性確保の点においても世界を

リードし、自動車産業立国として、日本の技術的優位性を維持し、社会的責任を果たす

ことが出来る。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

   なし 

  

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 公益社団法人自動車技術会 （ｺｳｴｷｼｬﾀﾞﾝﾎｳｼﾞﾝｼﾞﾄﾞｳｼｬｷﾞｼﾞｭﾂｶｲ） 

住  所： 〒102-0076 東京都千代田区五番町10-2 

代 表 者： 会長 山下 光彦（ヤマシタ ミツヒコ） 

担当部署： 規格（自動車）課（キカク（ジドウシャ）カ） 

担当者名： 主事補 土肥 慎一朗（ドイ シンイチロウ） 



電話番号： 03-3262-8216 

F A X  ： 03-3261-2204 

E-mail ： kikaku@jsae.or.jp 

ＵＲＬ ： http://www.jsae.or.jp/ 

http://www.jsae.or.jp/

